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研究成果の概要 ： ヒトボカウイルス (Human bocavirus; HBoV)は 2005 年にスウェーデンの

研究者により発見されたウイルスである。まず最初に本研究ではバキュロウイルス・昆虫細胞

発現系を用いた抗 HBoV IgG 抗体の測定方法を確立した。4 名の呼吸器感染症の小児患者の回

復期血清中の抗 HBoV IgG 抗体の上昇を認めるとともに、鼻咽頭ぬぐい液と血清から HBoV
ゲノムを検出した。年齢層別の抗 HBoV IgG 抗体陽性率をみると、6-8 か月の抗体陽性率は最

低であるが、その後上昇して 6 歳以降のほとんど全ての人が抗 HBoV 抗体を保有していること

がわかった。これらのことから、HBoV は呼吸器感染症に関連する重要なウイルスであると推

定された。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 2005 年 9 月、スウェーデンの呼吸器感染
症患者の鼻咽頭液から抽出した DNA を元に
ヒト・ボカウイルス(HBoV)がクローニングさ
れた。このウイルスはパルボウイルス科パル
ボウイルス亜科ボカウイルス属に分類され、
当初から呼吸器感染症の起因ウイルスであ
ると推定された。 
(2) 従来、パルボウイルス科のウイルスの中
で唯一パルボウイルス B19（B19）がヒトに
対して病原性を有するとされてきたが、

HBoVはヒトに病原性を有する第２番目のパ
ルボウイルスとして注目を集めた。 
(3) 我々の研究室で、原因ウイルスが不明の
気道感染症患者の 5.7%から HBoV が検出さ
れた(J Clin Microbiol. 2006;44 1132-34)。
HBoV 検出陽性者は 7 か月から 3 歳に集中し
ており、HBoV 感染症は乳幼児に多いことが
推定された。 
(4) その後、カナダ、韓国、フランス、米国、
オーストラリア、ドイツからも同様の報告が
相次ぎ、気道感染症の起因ウイルスとしての



 HBoV の臨床的重要性が認められてきた。 
  
 ２．研究の目的 
 (1) 血清疫学を通して HBoV 感染症の病態を

解明する。  
 ①抗 HBoV 抗体の測定法を確立する。その過

程で、HBoV がコードしている 4 種類の蛋白
のどれが抗 HBoV 抗体測定用の抗原として
最適であるかを明らかにする。 

 
 
 (2) 北海道内の各年齢層の血清中の抗
HBoV -IgG 抗体を測定したところ、6 か月か
ら 8 か月の抗体保有率は最も低く、2～3 歳で
は80%以上、6歳以降はほぼ100%となった。
呼吸器感染症患者の鼻咽頭からの HBoV ウ
イルスゲノムの検出が 7 か月から 3 歳までの
あいだに集中していることと合わせると、母
親からの移行抗体が消失する 6-7 か月頃から
5 歳までのあいだに多くの小児が HBoV に初
感染していると推測された。 

②HBoV 感染症患者のペア血清を用いて抗
HBoV 抗体上昇の有無を明らかにする。 
③各年齢層の血清中の抗 HBoV 抗体陽性率
を明らかにする。 
(2) HBoV 感染症者の血中ゲノム検出を通し
て HBoV 感染症の病態を解明する。 
① real-time PCR 法による高感度 HBoV ゲ
ノム検出法を確立する。 
②  HBoV 感染症患者の急性期血清中の
HBoV ゲノム検出の有無を明らかにする。 (3) HBoV VP1、VP2、NP1 及び NS1 蛋白に

対する IgG 抗体測定の結果から、抗 HBoV 
VP1-IgG 抗体の感度が最も優れており、血清
疫学的解析には最適と考えられた。 

(3) 既知の呼吸器ウイルス検出の有無を通し
て HBoV 感染症の病態を解明する。 
① HBoV 感染症患者の鼻咽頭ぬぐい液から
既知の呼吸器ウイルスが検出されるか否か
を明らかにする。 

 
 

② HBoV 感染症患者の臨床像と既知の呼吸
器ウイルス検出の有無との相関を調査する。 

 
 

  
３．研究の方法  
(1) 抗 HBoV 抗体の測定法：HBoV の構造蛋
白質（VP1、VP2）及び非構造蛋白質（NP1、
NS1）を産生するバキュロウイルスを遺伝子
組み換えにより作成し、これらのウイルスを
感染させた Tn5 細胞を抗原とする蛍光抗体
間接法による血清中の抗 HBoV IgG 抗体測
定法を確立した。 

 
 
 
 
 
 
 

(2) HBoV の NP1 領域に primer と probe を
設定した real-time PCR assay 系を確立した。
10 コピー/反応の感度で HBoV ゲノムの検出
が可能である。 

 
 
 
 

(3) 既知の 11 種類の呼吸器ウイルスを検出
するための(RT-)PCR 系を確立した。 

 
(4) (1)に記載した 4 症例について血清中の
HBoV ゲノムを検索したところ、全例に HBoV
ゲノム血症が観察された。 

 
４．研究成果 
(1) 鼻咽頭液から HBoV ゲノムが検出された
下気道感染症患者のうち、急性期と回復期の
ペア血清が得られた 4 症例について、血清中
の抗 HBoV IgG 抗体価を測定したところ、4
症例全ての回復期血清で抗 HBoV VP1-IgG
及び VP2-IgG 抗体価の上昇が認められ、
HBoV感染は液性免疫反応を引き起こしてい
ることが明らかとなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(5) (1)に記載した 4 症例の鼻咽頭ぬぐい液



中の既知の呼吸器ウイルスについて検索し
たところ、症例 1と 3からライノウイルスが、
症例 4からライノウイルスとアデノウイルス
が検出された。 
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